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育児不安の社会学的考察
一援助システムの確立に向けてー
本村 汎・ 磁田朋子 ・内田昌江
A Sociological Study of 
Child-Care-Anxiety 
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I 問題提起及び目的
技術革新と個人主義的価値を基礎にして守日本の社会
でも女性の自立が強調され，女性の社会進出が押し進め
られるようになってきた。そしてそれは，必然的lζ育児
についても母親だけが分担するものではないとする価値
観を強く浸透させてきている。しかし，大多数の女性心
理の深層には，伝統的な性別役割分業怠識も根強く存在
しており， i父親1:，夫に育児を!Jという育児をめぐ
る共担意識は乏しし、。結局，乳児期における母親とのス
キン・コンタクト Cskincontact)が強調されるなかで，
乳幼児期の母親だけによる育児行為の重要性もまた潜在
的1:痛感されている。乙のような自己のなかの複雑さゆ
えに母親が果さねばならない役割も暖昧なものになって
きている。
とζろで，わが国では近年，居住環境や経済的問題な
どの外的要因も加わり少産の時代になってきている。と
のような状況のなかで，子どもや母親1:対して社会から
期待される役割は.彼らにと って年々遺くなってきてい
る。また，核家族化の進行に伴い，兄弟人数も少なく，
しかも出生スパンι小さい乙とから，自らは乳児と獲し
た経験を待たずに母親になる場合も少なくなし、。また，
都市化によって個人主義の価値が強化されていくなかに
あって，近隣関係.友人関係など地域社会の結びつきも，
i 2， 3年間同一地成社会で生活しているにもかかわら
ずあいさつ程度の付き合いjというようにきわめて希活
なものになってきている。
一方，乳児の心理学的側面からの研究が多岐にわたり
その乙とによって母親としてとるべき行為をよりむつか
しくさせている。たとえば，長近の研究によれば，無力
で無能で受動的で，母車見に対して全く依存的だととらえ
られていた乳児が，限界はありながら，生れたときから
すべての感覚系が機能しているという乙とがわかってき
た。そのために，乳児と母親との関係についての限解も
変化してきている。たとえば，従来は母親からの一方的
な働きかけによる養育態度のみが乳児lζ影響を及ぼすと
されていたが，今日では，乳児も母鋭に影響を与えてい
るととが明らかになり.乳児のもつ気質的特徴をふまえ
た母子間の「相互的な関係JKウェイトがおかれるよう
に変ってきた。母子が相互に微妙に影響しあう人間関係
のなかでは，母線がもっ育児への「心配Jゃ 「不安Jは
当然、子どもの発達K大きくかかわってくる乙とが研究の
結果明らかにされてきている。乙の様な乳児観の変化に
よって，一般の母親たちも占い育児方法から新しい育児
方法への転換を期待されているが，実際は必ずしもスムー
スlζ移行しているようには見えない。
乙のように，母子を取り巻く社会的背.lRの変化や心理
的研究の発展が契機となって育児をしてし、く母親を混乱
させている。それに加えて，乳児の養育行為をめぐる母
親の肉体的疲労も無視できないものがある。育児を lつ
の労働として促えた場合.敏感に反応する乳幼児に向い
あう母親の育児労働においては，細々したと乙ろで手を
抜けないζ とも多く疲労も著しくなってくる 。 f~業労働
者と乳幼児をもっ主婦の疲労自覚症状調査 の結梨の比
較をみても育児は， 言語的コミ ュニケーションの乏しい
相手1:対して.241寺間気の休まる時もないほと気を使い
休息の区分も明確でないため，育児労働は重労働K所属
し，また子どもの年齢からみても，1歳未満児をもっ主
婦の育児疲労はかなり過酷な労働である ζとが報告され
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ている。
一般に疲労は，生命の危険に対する警告とも呼べる重
要な現象であるとされている。その意味では.育児期に
ある母親の慢性的に務積した疲労や，またその疲労を解
消する術を持つ乙とを困難にしている社会状況なとは.
初めて育児にあたる母親が数多くの未知の現象と出会う
ζともあって，彼女lζ通常以上の不安を抱かせ.やがて
は病的な育児ノイローゼや子殺しといった悲惨な事件に
まで発版させていくものと考えられる。その点からも心
身の疲労は，その重要な指標になると恩われる。
と乙ろで，疲労をめぐって佐々木らは， r女性も経済
的κ自立すべきであるという人生観をもっ母親は.自
己及び子どもの自立を志向するが放に，現在の状況K満
足できない乙とからくる疲労の度合が大きい。jと述べ.
育児疲労の問題を女性の生き方と関連つけている。生き
方として自立を追求する女性の方が，育児』ζ専念せざる
を得ない状況におかれた場合1:，より大きな萄藤や疲労
が生じてくるのであれば，今後の女性の自立と育児の統
合がひとつの解決課題となるように思われる。
乙のような火性の自立と育児の統合のむつかしさを反
映するかのように，現実の多くの女性は.仕事，結婚，
育児という一連のライフサイクルのなかで，結婚あるい
は出産を契機に仕事をやめている。乙のようなへ生の選
択をする背景1:は，いろいろの理巾があるかもしれない
がそのなかでも恐も大きな埋白は，子どもが2，3 . tlと
なるまでは自らの手で育てた方が良いとする育児鋭であ
ろう。しかし，母籾の手のみIL委ねられた育児.つまり
「家庭保育lというものが徐々κではあるが疑問視され
てきているように見える。保健所の3才兜健診でも，母
親が近隣社会との結びつきが薄いため子ともたちも身近
に遊び友だちが得られず，結果的IL閉鎖された家族関係
のなかで育てられて成長発注をゆがめられている事'支を
自にする乙とが多い。 r集団保育」の必要性が強調され
るのは，とのような事実と関係があるよう K思われる。
乙の2つの命題のうちとちらの命題が正しいかは必ずし
も実証されていない。ただ，なぜ多くの母親が.I子ど
もが2，3歳までは自分の手で」という選択をするのか，
そ乙には大きな経験的怨由があるように恩われる。おそ
らく劣懇な保育飽設もそのひとつであろう。
乙のように考えてみると育児不安の背景には，単に母
親自身の個別的なネカ'ティプな要因だけでなく，育児環
境の問題が脇んでいるように思われる。本研究では，ま
す育児疲労と関係のある育児不安の実態を客観的に促え.
それらに影響を及ぼしていると考えられる要因について
みていく。特iζ，チどもの要閃として出生順位と兄弟数
( 2 ) 
を.家族関係要因として家族形態と育児への夫の協力を，
そして女性の人生観をめぐる要因として，性別役割分業
意識.仕事と育児の両立の可能性についての意識などの
要因を取り上げ，それが対象者の育児不安とどのように
巡動しているかを明らかにしたし、。その結果，今日の社
会状況のなかで.母親の育児不安を軽減させていくため
の俊助システムが地域社会のなかでどのように考えられ
るのかを模余していきたい。
E 仮説探索のための事例研究
事例 1
37畿の母鋭から保健所IL電話があり次の織な育児不安
を訴えてきた。児は2102gと小さく生れたので.部屋の
混度や暖房はどうしたらよいのか.児の扱い方やミルク
の濃度 ・欽せ方についても今のやり方が適切なのか心配
であると。また.母親自身の体調が退続直後からの子と
もの世話で休息も十分取れず体力的にしんどいという乙
となどであった。電話口の母親の声は心細気で，乙のま
ま包括を切ってしまうことが穏路われるような調子であっ
た。そのためその後家庭訪問をお乙なう。そ乙でも閉じ
ような訴えが長時間1:渡って続く。乙の母親にとって今
回は2度目の出産であったが，第 l子が12才で年齢の閥
きが大きく，母親自身も高齢になっての出産であった乙
とからくる今後の育児への体力的な問題を感じている。
加えて出産前から，前霞胎穣で早産傾向，入院安静，未
熟児出産と子どもにとっても悪条件が重なり，今後の発
達IL問題はでてζないだろうかという心配がある。乙れ
らの乙とで.第 l子のときと比べて.子どもの状態や母
線自身の身体的条件の違いの大きさに育児に対する自信
を失い漠然とした不安を飽いているように感じられた。
家族は， 39歳の夫と夫方の祖母と同居の拡大家族であ
るが織物の家内工業IL忙しく母親の育児上の不安を配
慮した相談相手にはなりにくい状況にある。加えて，夫
や祖母は， I子どもは放っておいても育つjという育児
観をもち必要以上に子どもと接するととを望ましく思っ
ていない。母籾に対しでも，体調が回復してきたら子ど
もはひとりで寝かせておいて工場に手伝いにはし、る乙と
を期待している。また母親は，ζの地域の外から嫁にき
ているので 隣近所に続しい相談相手もいない。乙れら
の点からも母貌の孤立している立湯が容易に惣像できる。
数回の訪問を通じて，母親の捌ロのない気持ちを聞い
ていく乙とで徐々に訴えは少なくなっていったが.環底
的な要閃の変化はほとんどみられなかった。しかし乙れ
に対しては，母親自身も“しかたがない"と意識してい
るためかあまり疑問を感じていないように思われた。
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事例2
母車見が退院した病院から，初産で未熟児の双生児 (2332
g. 2430g)という乙とで家庭訪問の依頼があった。生後
29日目に保健婦の方から電話をすると，母親の方でも保
健婦に相談しょうかどうしょうかと迷っていたというこ
とで，翌日早速初回訪問となる。26歳で保母経験もある
母親であったが，いきなり 2人の新生児の養育という責
任の重さに，睡眠や生活リズムも不規則になり，産後の
体調も十分回復せず，緊張感のなかにも疲労が答鎖して
いるという表情であった。しかし，実家lζL、るという精
神的ゆとりもみられ，細々した相談内容をメモし保健婦
の来訪を待っていた。母貌の訴えは，体重上告加具合やミ
Jレク不足のことについて，未熟児fごったので衣頬や環境
は適切か.子どもの動きは異常ないか，顔面の湿疹は大
丈夫かなど初めて母親になった人が抱く子どものケア上
の心配がほとんどであった。それらの質問に具体的に応
じながら，また何かあればいつでも保健所lζ電話をくれ
るように伝えてもどってくる。母親はそれに答えるかの
ように，初回訪問からもとってきた途端から電話がかかっ
てくる。以後3週間あまり毎日のように電話相談がある。
内容は，やはり 2人の子どもをめくって生じる新しい出
来事のひとつひとつについて自分ひとりでは判断しかね
すぐに電話を取り保健婦に相談するという感じで，初め
ての乙とだらけの育児の連続lζ戸惑い続けている母線の
姿が電話ごしに浮んで‘くるようであった。
本児の家族は.29成の父と母方の父母，祖母が同居の
鉱犬家族である。 ζの両親は，結婚直後は絞家族で母も
就労していたが.妊娠し双胎とわかった時点、から委の実
家への!日l屑を決めI :U産以後はそ乙で生活するようになっ
た。夫は会社員，祖父母も織物の家内工業IC::忙しく，昼
間の育児は母親にまかされているが，母親の親族との同
居であるため遠慮も少なく母親の感じる精神的ストレス
は少ない状況にある。また，近隣社会も融け乙みやすい
雰囲気にある。
母親の訴えIC::対しては，彼女が現在実際にお乙なって
いる育児方法を認め支持しながら.育児IL対して自信が
持てるように助言し励ましていった。その結果，子ども
たちが6カ月になった時の訪問で，母親自身が保健婦へ
の電話相談が頻回だったζとを振り返り次のような感想
を述べてくれた。保母の経験はあるが，保育園で預かる
のは児が6カ月iとなってからだったので新生児と倭する
のは我子が初めてであった。また，現在のように子ども
たちの表情が豊かになってくると育児も楽しんで臨める
ようになってきたが，最初は.家庭iζ閉じ乙められ，ま
だ表情変化に乏しい子どもたちを相手にわからない乙と
?????
?，
??
fこ‘らけのなかで，ただただ向いあっている時聞が果てし
なく長く感じられた。そして何でも心配になってしまい
つい電話に手が伸びてしまった。
その後母親は，児の成長とともに落ちつきを取りもど
し包話相談の回数も減り，自分なりの育児を体得しつ
つある。
以上の2事例を通して，母親の育児不安に影響を及ぼ
すと考えられる要因について検討を加えてみたい。
まず，母親自身の要因，子どもの問題.周囲の環境要
因からみていくと， 2事例とも.母親の年働者，妊娠中の
状況，出産時の状況， /Jj生時の児の状態などが出産直後
の母親にとって育児不安の強弱を決めるかなり大きな要
因となっている。また，乙の時期の母観は.心理的にも
非常に不安定な状態におかれているため，同じ鉱大家族
でも父方.あるいは母方への同居かが母親の心理的安定
を大きく左右している。そして，乙のような鉱大家族の
あり方は，母親と地域社会との結びつきにも関係してく
ると考えられる。
第 2K，夫とのかかわりという観点からみていくと，
事例 l では，夫は子どもに対 して「かわ~，，、Jという気
持ちはあるが.母親の産後の体調の悪さや育児の しんと
さを理解できず，また共に育児にかかわっていこ うとい
う意識は乏しし、。しかし事例2の夫は，妥の妊娠が双胎
とわかった時点から妥が精神的に安定できるように委の
実家への同居を決めるなどの配慮がみられる。乙れは.
具体的な育児行為への参加ではないが，委にとっては十
分な精神的援Eめになり得ているように思われる。
第 3K，母親の人生観をめぐる意識も育児不安を規定
する要因と考えられる。事例lの母親は，家庭K閉じこ
もって育児や家事に専念する乙とに強い疑問を感じず.
また，夫の非協力的な態度に対しでも“しかたがない"
と特iζ強いて協力を求めようとはしていないため.性別
役割分業意識とかかわるお藤は少ないと思われる。 -H
事例2の母親は，結婚，妊娠まで職業をもっ生活を続け
ていたため，出産で急に家庭lζ閉じ乙もってしまったζ
とによる育児と仕事志向との萄藤から育児不安が増強し
た様子がうかがわれる。乙のような乙とからも，母親が
職業や育児に対してどのような意識をもっているかとい
う乙とも重要な観点と思われる。
以上の考察の結果，次のような作業仮説を設定する乙
とができる。
1 )周産期の母親自身の体調と育児不安とは，何らかの
関係がある。
2 )新生児，ならびに乳幼児の健康，発育の状態は，母
親の育児不安と何らかの関係がある。
( 3 ) 
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3)夫が育児に参加しているという意識と委の育児不安 10)子どもをおいて外出するのは心配でしかたがない。
は何らかの関係がある。 (N)
4 )子育てを.自分だけで行なっているのではなく.地 (5) 育児意欲の低下を測定する項目
域社会の中で多勢の人と一緒に行なっているという意識 11)自分ひとりで子どもを育てているのだという圧迫
と育児不安とは何らかの関係がある。 感を感じてしまう。 (N)
5 )伝統的性別役割分業意識と育児不安とは何らかの関 12)育児によって自分が成長していると感じられる。
係がある。 (P)
E 方 法
以上，事例分析を通して，育児不安に影響を与えてい
る要因の発見iζ努力してきたが.本節では，育児不安に
関わりあっている要因の中のいくつかの要因(作業仮説)
について.統計的に検討してみたいと思う。
I 調査方法;自計式質問紙法
E 調査対象;和泉保健所管内lζ住むO歳から2歳の乳
幼児をもっ母親で健診のため保健所11::来た114名
E 調査日時;昭和59年1月l白から昭和ω年3月31日
W 配布並びに回収の方法，母親が子どもの定期健診に
保健所11::訪れた際に配布し，その場で回収した。
V 回収数(率) ; 114 (100.0%) 
VI 概念の指標化本調査における中心概念は言うまで
もなく「育児不安Jである。 r育児不安」という概念は.
学問的11:規定されたものではなく.従って暖昧なままに
用いられている乙とが多L、。乙乙では，牧野らの研究
にそって， r育児の疲労度Jを中心にした「育児不安尺
度Jを用いて測定する。 r育児不安尺度Jの内容は次の
ようなものである。ただし，項目の (N)は，総合不安
得点との負の相関を意味し， (P)は総合不安得点との
正の相関を意味する。
(1) 一般的疲労感を測定する項目
1 )毎日くたくたに疲れる。 (N)
2 )朝，目覚めがさわやかである。 (p)
(2) 一般的気力の低下を測定する項目
3 )考えごとがおっくうでいやになる。 (N)
4)毎日はりつめた緊張感がある。 (p)
5 )生活の中にゆとりを感じる。 (N)
(3) イライラの状態を測定する項目
6 )子どもがわずらわしくて，イライラしてしまう。
(N) 
7)自分は子どもをうまく育てていると思う。 (p)
(4) 育児不安兆候を測定する項目
8 )子どものζ とでどうしたらよし、か分からなくなっ
てしまう。 (N)
9)子どもは結締ひとりで育っていくものだ.と思う。
(P) 
( 4 )
13)毎日毎日，同じととの繰り返ししかしていないと
思う。 (N)
14)子どもを育てるために我慢ばかりしていると思う。
(N) 
上述の項目の中の， (p)はポジティブの意味で，育
児不安とは逆の，育児に関する自信や満足感，安心感を
表わす肯定的な表現となっており，育児不安とは負の相
関を示すと考えられる。一方 (N)は，ネガティブの意
味で，育児不安の特性を表わす生活感情や，意識を示す
否定的な内容の項目である。乙れらの項目は.育児不安
とは正の相関を示すと考えられる。
vn 育児不安の総合指標と各項目の関係，育児不安尺度
を用いて，その各項目について「よくある Ir時々あるJ
「ほとんどないJr全くないJの4段階で程度を答えて
もらい，それを，得点化して.メジアンを境界11:比較的
「不安の高い群」と比較的「不安の低い群Jとに分けて
育児不安の総合指標とした。その上で，各項目と育児不
安得点の相関をみるととにより，育児不安尺度の有効性
を確認するとともに，育児不安のなかでも.どのような
兆候が特に見られるかをみてし、く。表 111::示すように，
総合指標との相関が最も大きかったのは， く考え乙とが
おっくうでいやになる>であり，ついでく子供の乙とで.
どうしたらよいかわからなくなる ζとがある>，く毎日
毎日，同じ乙との繰り返ししかしていないと思う>と続
く。これは牧野報告とほぼ同様の結巣となっている。
牧野報告では， ~、ずれの項目も育児不安得点との間に
相関が見られ，各項目の有効性が確認されていたが，本
調査では.牧野報告に比較すると，全体IC総合尺度と各
項目の相聞は弱い。特1:，本調査では， く毎日，張り詰
めた緊張感がある>という項目において総合指標との聞
の相関が板めて希簿であり， ζの項目の育児不安尺度と
しての有効性It疑問の余地がある乙とを表わしている。
しかも，牧野報告では.ポジティプな項目ととらえられ，
緊張感があるほと育児不安は低いとされていたのに対し，
本調査では，どちらかといえば， r不安の高い群lにお
いて緊張感があるとするものが多い。経験的には，適度
の緊張感は口々の暮らしにおいて充実感Kつながるポジ
ティブな感覚であるが，過度の緊岐!惑は言うまでもなく
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表1 育児不安(総合指標)と各項目の相関
考え乙とがおっくうでいやになる x2 = 28. 97539 Sig. = O. 0000 
子供の乙とで、どうしたらよいかわからなくなるζとがある x2 = 27. 95245 Sig. = O. 0000 
毎日毎日、同じ乙との繰り返ししかしていないと思う X2=27.08882 Sig. = O. 0000 
自分ひとりで子供を育てているのだという圧迫感をかんじてしまう X2=25.10849 Sig. = O. 0000 
子供を育てるためにがまんばかりしていると思う
子供をおいて外出するのは、心配でしかたがない
子供がわずらわしくて、イライラしてしまう
生活の中lζゆとりを感じる
毎日くたくたに疲れる
自分は子供をうまく育てていると思う
朝、目覚めがさわやかである
子供はけっ乙うひとりで育っていくものだと思う
育児1<:よって自分が成長していると感じられる
毎日はりつめた緊張感がある
圧迫感や疲労とつながるネガティフな感覚である。 従っ
てこの項目と育児不安の総合指標との関係は曲線的とな
る乙とが予測されたが，そう した傾向は示さなかった。
W 対象者の特性
1 属性から見た対象者の特性
① 母親の"f.齢
母親の年齢は，表2一11<:示すように，半数近くが
i25歳から29歳」で，これが肢も多く，ついて、 i30i，長か
ら341，長」 が多くなっている。牧野報告よりもやや若い母
表 2ー 1 母鋭の年齢
20 ~ 24 歳 1 7 ( 1 4.9 $的
25 ~ 29 歳 52 ( 45.6 %) 
30 ~ 34 歳 36 ( 31.6必)
35 ~ 40 歳 9 ( 7.9%) 
5十 1 1 4 (1 0 O.0 %) 
( 5 ) 
X 2 =2 2.6 92 1 8 Sig. = O. 0000 
X 2 =2 2.5 0 4 21 Sig. = O. 0001 
X 2 =1 9.7 9 0 90 Sig. = O. 0002 
X 2 =1 5.5 7 4 4 Sig. = O. 0 0 14 
X 2 =1 3.5 03 6 0 Sig. = O. 003 7 
X2= 12.35666 Sig. = O. 0 0 6 3 
X2=10:84696 Sig. = O. 01 26 
X2=11.98058 Sig. = O. 00 7 5 
X2= 8.26926 Sig. = O. 0408 
X2= 4.97509 Sig. = O. 1 736 
綴が多いが，何れも，極端な低年齢の母親は含んでいな
い。また， 高年齢の母親については，牧野報告には，実
数にして10名.2.7%の i40歳以上」の母親を含んでい
るのに対し，本調査の対象者には含まれていなし、。した
がって乙乙lとは10代の母親の問題，高年齢初産の問題な
どはあらわれて乙ない。
② 子供の月齢
子供の月齢は，表2-21ζ示すように .i 6ヶ月から
1ヶ月Jの子供が48.3%で最も多い。ついで i12ヶ月か
表2-2 子供の月齢
3ヶ月-5 ヶ月 47 ( 22. 8労)
6ヶ月-1 ヶ月 35 ( 48.3 %) 
12ヶ月-17ヶ月 1 9 ( 3 7.7 %) 
18ヶ月 - 23ヶ月 8 ( 7.0%) 
2 歳 以 上 8 ( 7.0%) 
5十 1 1 4 (l 0 O.0第)
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ら17ヶ月Jの子供が37.3%となっており，対象者のほと
んどが.6ヶ月から l歳半の子供をもっていると言える。
③ 子供の兄弟順位
対象とした子供が第何子であるかを示したのが，表2-
3である。丁度半数が f第l子」であり.ζれが段も多
い。子供数を示した表2-4と合わせて見ていくと， 対
表2-3 兄 弟順位
第 子 57 ( 5 0.0 %) 
第 2 子 40 ( 35. 1労)
第 3 子 16 ( 14.0 %) 
第 4 子 1 ( 0.9%) 
3十 1 1 4 (1 0 O. 0 %) 
一
表2-4 子供 数
人 55 ( 48.2 %) 
2 人 42 ( 36.8 %) 
3 人 16 ( 14.0 %) 
4 人 1. ( 0.9%) 
Z十 1 1 4 (1 0 O. 0 %) 
表2-5 家 族 形 態
核 家 族 52 ( 45. 6 目的
拡 大 家 族 62 ( 54.4 %) 
3十 1 1 4 (1 0 O. 0 %) 
象とした子供のほとんどが2歳κ満たない乙とから.対
象とした子供の下K既Kもうひとり子供を持つ母親は2
人だけで，残りは全て，末子である ζとがわかる。
④ 家族形態
家族形態について，大きく.r-t実家族」 と 「拡大家族J
に分けて示したのが.表2-5である。本調査では.
「拡大家族」が過半数を占め.乙の「拡大家族」の比率
は全国的な傾向からすると著-しく高い。若い母親を対象
とした調査である乙とを思えば，全国平均を下回る乙と
が考えられるのκ反して高くなっているのは，対象地が
大阪府下の郊外である乙とを反映した結果と言えよう。
2.育児不安からみた対象者の特性
① 総合指標K診る育児不安
総合宿標で見た育児不安度の分布を示したのが，図 l
である。理論的には14点、から56点の幅が存在するが，本
図1 総合指標で見る育児不安度:分布図。 、
?
??
調査の対象者は.20点から47点までの聞に属していて得
点分布は，ほぼ正規分布lζ近い形を示している。 最頻値
は31点 (14名).平均は32.7点である。乙の平均得点、を
分類基準iとすれば.r不安の高い群」とは不安得点20点
から32点の母親 (55名)を指し.r不安の低い群jは不
安得点33点から47点の母親 (59名〉を指す。
② 「不安の高い群」の特性
育児不安尺度の各項目について.rしばしばあるj と
「時々 あるJは「あるJ.rほとんどない」と「まったく
ない」は「ないJと4段階で示された回答を， 意味的に
2段階にまとめて解釈し.特lζ 「不安の高い群jの特性
を見ていく。 r不安の高い群J1:回答頻度の高いのは，
「子供をおいて外出するのは，心配で・しかたがない l
(89.8%-r不安の高い群J全体に占める比率，以下同
様).i毎日毎日 ，閉じζとの繰り返ししかしていないと
思うJ (88.1%) r育児によって自分が成長していると
感じられるJ(83.1%). r毎臼くたくたに疲れる J (76.3 
%). r子供のζとで，どうしたらよいかわからなくなる
乙とがあるJ(72 .9%)なとであり，不安兆候，疲労感.
などに強く反応する反面 I育児lζよって自分が成長し
ていると感じられるJと.育児意欲について，ポジティ
プな:怠識も伺われる。
③ 「不安の低い群Jの特性
逆iζ 「不安の低い務J1:頻度の高いのは「育児によっ
て自分が成長していると感じられるJ(96.25ぢ一「不安
の低い鮮J全体lζ占める比率，以下同線).r自分ひとり
(6 ) 
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で子供を育てているのだというAie感を感じないJ(94.5 られず，むしろ逆に，わずかながら.i20歳から24歳」
%) i自分は子供をうまく育てていると思う I(87.2%) と i35歳から40歳」の母親に「不安の低い母親」が多く
「子供を育てるためにがまんばかりしていると恩わない 1 なっている。
(83.3~約 「倒，目覚めがさわやかであるJ(84.9，彰) 紙面の郎会七資料は省くが，犬の年齢と育児不安の
などである。「育児によって自分が成長していると感じ 聞にも相関は凡られない。
られるJは「不安の高い群Ji不安の低い群Jともに多 ② 子供の属性との関係
くなっている。 i育児によって自分が成長していると感 子供の属性として.まず子供の月献と子供の兄弟順位
じられる|は.育児怠欲を示すポジティブな感情で‘あり， を取り kげ，乙れらと母親の育児不安の関係をみていく。
育児不安による，育児意欲の低下がない乙とを示してい 乳幼児は口々大きく成長を遂げると言われる。 月齢に
る。しかし.乙れが I不安の高い群jにもかなり見ら よってそのとU'型的なリズムも異なり. 3ヶ月のつぎは 6
れるのは.育児不安兆候を引き起乙しやすい状況，育児 ヶ月くらいに，そのつぎは生後 l年目の乙ろtζと階段を
の苦労や負担は.それが過度でなければ充実感につなが 上るように発途していく乙とから，下年を過ぎると少し
る場合もあり，大変だからζそ，乙の試練を経て成長し 楽になるなどと言われ.子供のJ齢によって，母親の精
ているのだと感じられると解釈できる。以仁の「育児不 神状況も溜ってくると考えられたが，本調査では，子供
安尺度jの考察をふまえて結果について説明していきた の月齢と母親の育児不安の聞には相関が見られない(表
3 -2 )。屯話相談なと，臨床の場linて・は. 3ヶ月まで
V 結 果 の乳児の母籾からの訴えが多く.今回の~台対象K3 ケ
月までの子供が合まれないため.乙のような結果になっ
1.属性で見る育児不安の特徴について たと考えられる。また. 6ヶJlを過ぎた母親は，一方で，
①母親自身の凶性との関係 多少まとめて睡眠が取れるようになるなど，条件がよく
母親自身の泌性として，まず年齢と育児不安の関係を なるものの，それだけの期間1蓄積してきた疲労があると
みると，表3-1 に示すように，年齢による迎いはあま いう乙との影響もあると思われる。
り見られない。 10代の妊娠や高年齢初産の影響から，若 また，チ供の兄帰順位と母線の育児不安の関係をみて
い母親や，高年の母鋭IL育児不安が強く見られるかとも いくが (ぷ3 3).ζれも.統計的iζ行怠な相関は見
考えたが，結果は統
表3-1 母線の年齢と育児不安
“不安の低い群 “ 不安の高い球 ~ I 
20 ~ 24 t語 1 0 ( 5 8. 8 %) 7 ( 4 1. 2 %) 1 7 (1 0 o.0勿)
25 ~ 29 4量 2 3 ( 4 4. 2 %) 2 9 ( 5 5. 8必) 5 2 (1 0 o.0 %) 
30 ~ 34 i友 1 7 ( 4 7. 2 %) 1 9 ( 5 2. 8必) 3 6 (1 0 o.0 %) 
35 ~ 40 -滋 5 ( 5 5.6第) 4 ( 4 4. 4 %) 9 (1 0 O. 0 %) 
全 体 5 5 ( 4 8. 2 %) 5 9 ( 51.8必) 1 1 4 (10 O. 0 予約
x2= 1.30519 有意差なし
表3-2 子供の刀齢と育児不安
“不安の低い群 “不安の高い群 3十
3ヶ月-5 ヶ月 2 3 ( 4 8. 9 %) 2 4 ( 51.1銘) 4 7 (1 0 O. 0 必)
6 ケ 月 以 上 3 2 ( 4 7. 8;ぢ) 3 5 ( 5 2. 2銘) 6 7 (1 0 O. 0 銘)
全 体 5 5 ( 4 8. 2 %) 5 9 ( 5 8. 8;;的 1 1 4 (1 0 O. 0紛|
」 一
x2= 0.01527 有意差なし
( 7 ) 
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表3-3 子供の兄弟順位と育児不安
不安の 低い群 “不安の高い群 3十
第 子 3 1 ( 5 4. 4 ~彰) 2 6 ( 4 5.6 ~的 5 7 (1 0 O.0船 |
2お 2 子 1 7・( 4 2. 5 %) 2 3 ( 5 7. 5 目的 4 0 (1 0 O.0労)
第 3 子 7 ( 4 3. 8 %) 9 ( 5 6.3 %) 1 6 (1 0 O. 0 %) 
第 4 子 o ( O. 0 %) 1 (1 0 O.0 %) 1 (1 0 O.0労)
全 体 5 5 ( 4 8. 2 %) 5 9 ( 5 1.8 %) 1 1 4 (1 0 O.0 ~的
x2= 2.45126 有意差なし
表3-4 家族形態と育児不安
“不安の 低い群 “不安の高い務 Z十
核 家 族 2 2 ( 4 2.3 %) 3 0 ( 5 7.7 %) 5 7 (1 0 O.0必)
拡 大 家 族 3 3 ( 5 3. 2 %) 2 9 ( 4 6.8 %) 6 2 (1 0 O. 0 %) 
全 体 5 5 ( 4 8. 2労) 5 9 ( 5 1.8 %) 1 1 4 (1 0 O. 0 %) 
x2= 0.94829 有意差なし
表3-5 夫の育児参加と育児不安
くと主人は一緒lζ子育てをしてくれていると思いますか?>
不安の低いll.f “不安の高い群 2十
非常にそう恩 う 1 9 ( 7 O. 4 %) .8 ( 2 9.6 %) 2 7 (1 0 O.0第)
まあまあそう思う 2 8 ( 4 3. 1労) 3 7 ( 5 6.9勿) 6 5 (1 0 O. 0必)
あまりそう思わない 7 ( 3 5.0 %) 1 3 ( 6 5.0 %) 2 0 (1 0 O.0 %) 
全然そう恩わな い 1 ( 5 O. 0 %) 1 ( 5 0目 o~ぢ) 2 (1 0 O.0 予約
2十 5 5 ( 4 8. 2 %) 5 9 ( 5 1.8 %) 1 1 4 (1 0 O.0第)
x2= 7.39638 Sig. = 0.0603 
位である母親(本調査においては子供数が多いという乙 安K陥りそうな母親に育児についての経験からアドパイ
ととほぼ同義である)において，わずかに育児不安が高 スするなど，同居貌族が母親にとってサポート =システ
い乙とを伺わせており，上の子供を育てた経験によって ムとなるζとを窓味していると考えられる。
不安が解消される点よりも， 2人以上の子供を抱えて二 2.夫に関する要因で見る育児不安の特徴
fiのI(味で疲労する乙 とのほうが，大きく影響している 家族内の要因として.次11:夫との関係について見てみ
ものと考えられる。 る。表3-511:示したのは，夫の育児参加と育児不安の
③家族形態との関係について 関係であるが.全体11:夫が育児に参加していると思う母
家族形態と育児不安の関連を見ると，表3-4に示す 親が多く， r非常にそう思うJrまあまあそう思うjを
ように統計的検定K耐え得るxではないものの，どちら 合わせると約8割にのぼる。その中で 1-非1止にそう思
かといえば，核家族に「不安の高い母親Jが多いという う」母親の70.4%は「不安の低い群Jにみられ，逆に
傾向をうかがわせている。鉱大家族の「不安の低い母親J rあまりそう恩わないJ母親では65.0%が 「不安の高い
に凶しては，夫方親族との同居なのか，妻方親肢との同 群」にみられた。
屈なのかといった分析が必要と思われるか，乙れは，脊 さらに，夫の育児ぷ任と育児不安の関係について見て
児やその他の家事を補完して母線の過労を防いだり，ノド みると，表3-6に示すように，夫は育児lζ責任をもっ
(8 ) 
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表3-6 失の育児立任ーと育児不安
<ご主人は、育児iζ責任をもっていないと思うととがありますか。>
不安の低い群 “不安の高い群 3十
よ く そう恩う 2 ( 3 3.3 %) 4 ( 6 6.7 %) 6 (1 0 O. 0労)
時々そう恩う 1 I ( 3 5. 5 ~的 2 0 ( 6 7.5 %) 3 1 (1 0 O. 0 %) 
ほとんどそう思わない 1 9 ( 4 4. 2 %) 2 4 ( 5 5.8 %) 4 3 (1 0 O. 0 %) 
全くそう恩わない 2 3 ( 6 7. 6 %) I 1 ( 3 2.4 $的 3 4 (J 0 O. 0 %) 
自十 5 5 ( 4 8 2 ~的 5 9 ( 51.8必) 1 J 4 (1 0 O. 0 %) 
x2= 7.96571 Sig. = 0.0941 
表3-7 夫との対話時間と育児不安
<ご主人と、 ふだんー自にどのくらいの時間話しをしますか?>
“不安の低い群
30 分 〈、 り し、 4 ( 2 3. 5 %) 
時間く らい 2 0 ( 5 O.0 $彰)
2 時間 く らい I 6 ( 5 3.3 %) 
3 時 間 以 上 J 5 ( 6 2. 5 %) 
2十 5 5 ( 4 9.5 %) 
※ 無回答の3ケースを分析の対象からはずした。
ていないと思う乙とがよくあると回答した母級位.r不
安の高い群Jにおく，逆Ic:.r全く(夫は育児にt1:任を
もっていないと)恩わなし、」母親では67.696が「不安の
低い群」 にみられる。
実際lζ夫の参加J.あるいは協力は大いにほ籾を助ける
であろうし，母親の狐立感，閉塞感を取り除く役'.!ll)もは
たすと考えられる。そうした怠味で， lt'i綾子f児に差問日す
る以外にも，夫との関係は，母親か育児不安Ic:陥るかど
うかの重要なファクターであると言えよう。そ乙で，夫
との対話と育児不安の関係iζついて見てみたのか表3-
7である。
乙れを見ると，ふだんの対話時聞が. 1日1C30分と答
えた母親の76.5$ちが「不安の高い群JIC， 31与)HJ以上と
答えた母親では62.5%が「不安の低い群 Iζみられ.夫
婦の対話時間が母親の育児不安と関連している乙とがわ
かる。
3.母親の意識要因で見る育児不安の特徴
育児についての意識 1被業についての窓議，性別役割
分業観なとが，育児不安に影響すると身えられたが，統
計的な検定の結果有怠な差を示したものは， く母親だけ
でなく，多勢の人が 子供を育ててくれていると思います
か?>く子育ての時期でも，女性もよい仕事ができると
(9 ) 
“不安の高い群 2十
1 3 ( 7 6.5第) I 7 (1 0 O. 0 %) 
2 0 ( 5 O. 0 %) 4 0 (1 0 O. 0 %) 
1 4 ( 4 6. 796) 3 0 (1 0 O.0 %) 
9 ( 3 7.5 %) 2 4 (1 0 O. 0 %) 
5 6 ( 5 O.5第) I 1 1 (1 0 O.0 %) 
」
x2= 6.38954 Sig. = 0.0941 
思いますかっ >の2項目であった。
まず多勢による子育てへのかかわりについての意識と
育児不安の関係をみていくと(ぷ3 8).多勢の人が
子供を育ててくれていると強く思う母級では.r不安の
低い母籾jが「不安の高い母鋭Jの2倍以上となってい
るのに対し，まあまあそう思うと答えたほ殺では半数弱，
多勢の人が子供を育ててくれていると思わない母線では
ほとんどが「不安の高い母鋭Jとなっている。
多勢の人が子供を育ててくれているという思いは.身
近な人々の線々な援助の結果，母観が臼分だけで育てて
いるのではないと気付くなどしてiSられる乙ともあろう
が，実際に臼分の周閥人々による我が子へのかかわりが
ある乙とだけを意味しているのではない。具体的な復I!IJ
や円にみえるかかわりではなくとも. ~j:紛が育児におい
て孤立しているのではなく，子供を阻むネットワークの
中に自分を{立凶づりる ζ とにより，有形無形の支援をf~}
ている ζ とが il!~であると考えられる。
次IC. fr児期の~t生の仕事についてのな識と育児不安
についてであるが.表3-9 Iζ示すように.r子育ての
時期でも，友性もよい仕事ができるJと強く思う母親は
全員「不安の低いf:}続jであり よL、1:事ができると強
く思う経.fi'児不安が低いという結架があらわれている。
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表 3-8
<母貌だけでなく、多勢の人が子供を育ててくれていると恩いますか?>
“不安の低い群 “不安の高い 群 自十
非常にそう思う 2 9 ( 7 O. 4 %) 1 4 ( 2 9. 6第) 4 3 (1 0 O.0 %) 
まあまあそう思う 2 2 ( 4 3. 1 %) 2 7 ( 5 6. 9 %) 4 9 (1 0 O.0 %) 
あまりそう思わない 3 ( 3 5. 0 %) 1 3 ( 6 5. 0 %) 1 6 (1 0 O. 0 %) 
全然そう思わない o ( 5 O. 0必〉 4 ( 5 O. 0 %) 4 (1 0 O. 0労)
無 回 空~ 1 ( 5 O. 0 %) 1 ( 5 O. 0 %) 2 (1 0 o.0 %) 
3十 5 5 ( 4 8. 2 %) 5 9 ( 5 1.8 %) 1 1 4 (1 0 O. 0 %) 
X~ 15.87015 Sig. = 0.0012 
表3-9
<子育ての時期でも、女性もよい仕事ができると患いますか?>
不安 の 低い群 “不 安の高い 群 計
非常にそう恩う 7 (1 0 O. 0第) o ( O. 0 %) 7 (1 0 O. 0 %) 
まあまあそう思う 1 6 ( 4 7. 1 %) 1 8 ( 5 2. 9 %) 3 4 (1 0 O. 0 %) 
あまりそう思わない 2 8 ( 4 3. 8 %) 3 6 ( 5 6. 3第) 6 4 (1 0 O. 0 %) 
全然そう思わない 3 ( 3 7. 5労) 5 ( 6 2. 5 %) 8 (1 0 O.0 %) 
無 回 答 1 ( 1 0 O. 0必) o ( O. 0 %) 2 ( 1 0 O.0 %) 
3十 5 5 ( 8 2. 2 %) 5 9 ( 5 1.8必) 1 1 4 (1 0 O. 0 %) 
xら 8.41288 Sig. = 0.0382 
乙れは，子育てに狸没しない.子育て以外の分野におけ 先ず，夫との関係では.く夫が育児1(協力してくれる
る積極的な生き方を支持する考え方を背景1(，そうした と号、う>という項目が育児不安と相関を示したが，その
生き方の吋能性を信じる:m識であると解釈できるが.乙 ように反応した母親は， 犬との対話時間も多く，また，
の意識が，育児不安が高じていくのを防ぐという形で， 夫が子供と遊ぶ時間も多いと答えている。即ち，育児へ
育児不安の説明変数となっている。と同時1(， i不安の の協力は，夫の父親と しての育児への参加であると同時
低い母親」であるから育児の負担も相対的に低く，結果 1(，夫婦関係における相互作用の一部として，夫の委へ
として育児の負但が女性の能力発慢の妨げになる乙とは の協力という意味を含むと解釈で、きる。次K，育児不安
ないとほじる乙とができるという意味で被説明変数でも と相関を示したく多勢の人が育児にかかわっていると恩
ありうる。乙の他，性別役別意識などが育児不安と関連 う>は，く夫は育児lζ責任をもっていないと思う>と相
すると考えたが，伝統的母親役割lへの自覚と自負が強く . 関があり.夫も育児i己責'任をもっているとする母親は，
て子供へのコミッ トメン 卜が高い母観K育児不安が高い傾 夫以外1::も，多勢の人が育児にかかわっているとする彼
向があるのではないかとの印象は得られたものの，牧野 女の怠識と迎勤していた。また，く育児期の女性も良い
氏の研究と同織，性別役割意識についての意識と育児不 仕事ができると思う>は，く女性の就業1(価値がある>
安の聞には相関は見られなかった。 く仕事をもっ乙とによって，育児に情熱がもてる>と相
4.育児不安関連要因の相互連関 関があり，育児期の女性も良い仕事ができると思う母籾
表4は，育児不安の要因として調査した母視の意識の は，仕事と育児の両立は可能であると考えている乙とが
各項目の.相互の述関をみたものである。倹軸の(回中 わかる。さらに， ζの項目は，性別役割についての項目
数字は，立て紬の項目の番号に対応する。 とも相聞を見せている。近所付き合いの広さは，育児以
乙の表のけJから，育児不安と相関のあった項目(項目 外にも何かやるべきと考えている母親.趣味のために時
名前にハッチング)の相互の関述をみていく。 間をさいている母親において広くなっており ，近所付き
(10) 
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表4 諸要因問の相互連関
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は.医学.発達心理学などの成果から.ますます母線の
盈要性が強調されるようICなったというアンヒ'パレン ト
1 )夫の育児協力 (1) 
2)夫との対話 * (2) 
3)夫が子供と遊ぶ時間 * * (3) 
4)失の育児責任 * * (4) 
5)育児以外にやるべきとと ム (5) 
6 )多勢による育児へのかかわり * (6) 
7 )女性の就業の社会的価値 (7) 
8 )就業と育児の情熱 * (8) 
9)育児期の女性の仕事 ム 本 * (9) 
10 )女性の一生の織業 * * '思 00) 
1I )性別役割分業 * i込 01) 
12 )子育ては安の仕事か 本 * O~ 
13 )自分の趨味ICさく時間 * 6. A O:D 
14 )近所つきあいの広さ ム * * 04) 
15 )近所づきあいの程度 * * 本 (1日
16 )地峡活動等怠加のための外出 ム 6. * * 
合いの深さは， く育児期の女性も良い仕事ができると思
* 統計的有怠差あり P<S% 
ム 傾向あり P<IO労
う>母親において深いという傾向を示している。く地I或
活動・PTA活動 ・学習活動のため外出する乙とがある> 野らの調斉.佐々木らの調査の結果にも，ぶれているも
母鋭ILは，く子育ては妥の仕事である>と考えない母紛 のであり，家庭外を指向し，そして育児によってそれを
が比較的多く.臼分の鐘味のためにさく時聞があって， はばまれた湯合iζ，育児不安が高くなるという結"命となっ
近所付き合いの比較的広い母親が多b、。乙うした意識要 ている。しかし本論文の結果は.必ずしもそれを袋づけ
肉相互の述聞をみていくと， 育児不安の低い母綬は，母 るものとはなっていない。本論文では，家庭外を指向し
税役書1以外IC.仕事や鐘味活動，社会活動に興味を示し. たものは宵児不安得点が低くなっている。 ζれは，牧野
犬やH蹴 社会と多くの関わりを持っている乙とがわかる。 らの凋査，佐々木らの調査の結果とは，一見，反対の結
そうした活動が.f-J綴にとって援助的なネットワークを 論のようであるが.さらに詳細にみていく時.両者の結
形成する乙とに丘献して，母親の孤立感や閉塞感を取り 論は.同ーの次元で対立しているのではないことがわかっ
除き.多勢の人が育児にかかわっていると思うことにつ てくる。 結局，今回の調査の限界である乙とを，乙乙I(. 
ながって.ff児不安を軽減させている，あるいは，育児 ぷItlζ認めざるを得ないが，平日の尽問の他診lζ，保健
不安がおじるのを防いでいると考えられる。 所を訪れることができるのは，多少の融通をきかせて対
vl 考察並びに今後の展望
本ぷ文の¥JfiJi li:iAべたようIC.日頃の臨床活動を通し
て得られた印象としては町育児不安iζ焔る母親が多くなっ
てきており .そ乙IC.今目的な育児不安，あるいは今H
的な諸要閃が結びついた結果と しての育児不安の存盆が
伺われる。今日のk性が一方で，ある一定の社会進出を~
たし.その犠やかなイメージのもと，さらに社会で活躍
していくことを望み，期待されるのに対し.もう-Jjで
応できている乙とを示しており，比較的条件i仁志まれて
いるなかで，保健所などの資源をうまく 利用 している I~}
観であると考えられる。したがって.本調夜の対象省に
おいては.彼友達の意識と現実との聞に，従来の調脊で
問題にされたような，大きなギャ yプは.そもそもない
乙とが推測されるのである。本調査で，家庭内の，特』ζ
'i'i児』ζ関する母親の役割に埋没し，いわば息依きの手立
てをもたない僻見に比較的不安が高い乙とがわかったが.
対象省が，ほとんど健康といえる程度の不安を勉いてい
???，、
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ると考えられる乙とから，今回の指標でとらえられた
「不安の高い母親Jが，育児神経症や逸脱行動IL走る問
題ケースとなるものではないと恩われる。
今日の若い母親の置かれる状況を考えると<'ス=コ
ミによる強調を待つまでもなく，育児不安を高める要素
が多いように恩われ，育児不安が高じて臨界範囲を越え
た母親が，逸脱行動IC走る ζとの問題性を痛感する。し
かし，育児不安は，母殺ならば，だれしもある程度はもっ
ているものである。問題は不安がある乙とではなく.そ
の不安が病的なほどに高く，通常の判断力や感覚のバラ
ンスを失う乙とにある。
また.逆に「不安の低い母親」は，だから問題がない
とは限らず，筆者は，不安が低ければ低い程「健康」な
「望ま しいj母親であるとは言えないと考えている。育
児が家族にとって，一大事業である乙とは否定できない
事実であり，その責任は.竜いと言わざるを得ない。子
供についての関心や，一定程度の母子一帯感は，育児に
あたる母親ICは必要なものであの，また関わりのなかで，
自然にわいてくる疑問も不安もあろうと考えられる。子
供K関心の薄い母親は，育児不安兆候を表わしにくく.
育児全般の問題を考える上では，こうした，無関心な母
親の問題も決して無視できない。
調査を通して，育児不安の諸要因を明らかlζ していく
乙とを試みてきたが，厳密には，乙れらの要因は.直綾
に育児不安を発生させる「形成要因」そのものではなく.
「促進要因」あるいは「軽減化要因Jであると捉えられ
るべきものである。 i形成委因」としては，さらに周産
期から育児期の母線の体調や.子供の健康などが考えら
れる。今回の調査には，乙れらの要因が含まれておらず，
育児不安形成のメカニズムに言及する乙とはできない。
したがって，事例研究から得られた仮説のなかで.育t児
不安形成のメカニズムIC関する仮説は，今回の調査では
検証できなかった。
しかし，臨床の湯箇における有効な援助のあり方をさ
ぐる上では，育児不安の 「促進姿肉」あるいは「軽減化
婆因Jを明らかにしていく乙ともまた，重要な課題であ
る。今回の結果IC見る限り，臨床の場面における媛助の
方向としては，家族，特に夫との関係を良い状態tζ保ち，
直接の協力だけでなく，心理的な意味での紐帯を蕊礎i乙
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した俊助を得る乙と.地峡や，同年齢くらいの子供をも
っ他の母親との績のつながりをもたせて，Hll立感をいだ
かせない乙と，家庭内の母親としての役割に過度にコミッ
卜して圧迫感や閉塞感をもたないように.いわば適度な
息抜きをさせる乙となどが浮かびあがってくる。
しかしながら，乙れは，あくまでも正常な範囲の育児
不安についての分析結果である。筆者は，今回の分析を
通して検証されたいくつかの命題については，病理的な
育児不安についても検証されうる仮説として，なお魅力
を感じているが，乙れについては.育児ノイローゼのケー
スなどを比較群IC設定して，正常な範囲の育児不安と，
病箆的な育児不安との比較を通して検討される必要があ
る。
社会学の分野には.育児不安に関する研究の蓄積がな
く，今回度々参照した牧野の研究の外.わずかに見られ
るのみである。育児ノイ ローゼや産栂期うつなどに関す
る精神医学の分野での研究や，母子関係IC闘する心PI!学
の分野での研究を参考にしながら，社会学の分野におい
ても，育児不安に関する研究をすすめ.育児不安を巡る
社会的な諸要因をあきらかにしていかなければならない。
今回の研究においては，数々の反省点もあるが，一応い
くつかの要因を採り，臨床活動へむけても，いくつかの
指針を得る乙とができた。今後は，数震化の理論等の統
計的手法も用いて.さらに要因聞の関係についての分析
を行ないたいと考えている。
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Summary 
This paper attempts to find out the sociological variables having inf1uence on increase or decrease of mother's child-
care-anxiety and to suggest the necessity of the helping system in the community. 
Data for the analysis were obtained from the normal mothers of the children from three-rnonth-Qld to two-year-Qld 
through the questionaires given to them at public health center. Sample size was 114 cases. 
Findings are summarized as follows. 
1) When mothers have friendship network in the community， the degree of their child屯are-anxietyis low， while they 
don't have friendship network its degree is high. Statistical significance of the difference of the child-care-anxiety 
are found between two groups. This implies that the friendship network in the community has a function to relieve 
the child-care.anxiety which has mainly come from a lack of knowledge of child rearing. 
2) Husbands' participation in child care is negatively correlated with mothers' child-care-anxiety. ln other words， the 
more husbands' participation in child care， the lower mothers' child圃care唱nxiety.Therefore it might be said that 
husbands' participation in child care relieves mothers' child-care-也nxiety.
3) Whether or not mothers have the consciousness of traditional Japanese dichotmous division of sex-role is not cor-
related with the amount of their child咽care-anxiety.In short， mothers' consciousness that they only have responsi. 
bility for child care has nothing to do with their child-care-'<lnxiety. 
4) Mothers' consciousness that their own child is cared not only by themselves but also by other people in community 
is negatively correlated with the amount of their child-care-snxiety.ηle child-c唱re-anxietyof mother having the 
consciousness as such is lower than that of mother not having it. However， it has not been identified that they 
really receive help from the people in the community. Therefore， the mothers' consciousness stated above 
might be considered as a projective manifestation of their emotional stability caused by their husbands' participa-
tion in child-care. 
5) The variables such as family composition， age of child and age of mother have nothing to do with the mothers' 
child-care-anxiety. This may probably be associated with the fact that the characteristics of the child-care唱nxiety
discussed in this paper are falling within its normal critical range. 
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